
【球磨川本川、川辺川筋】
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④遊水地案

※遊水地候補箇所の市町村は人吉市、相良村、錦町、あさぎり町、多良木町、湯前町、水上村です。



遊水地案（②用地買収（掘り込み）方式）の概要

○人吉地区、上流部の球磨川沿い及び川辺川沿いの地盤高が低い水田等の活
用により、約7,800万m3（33箇所、約1,300ha）の遊水地（用地買収(掘り込
み)方式）となる。約7,200万m3以上の掘削を行うため、掘削土の残土処理が
必要となる。

34

※「遊水地として必要な箇所」には、「検
討する場」で積み上げた遊水地を含む

【参考】「検討する場」で積み上げた遊水地
候補箇所 ： 6箇所
面積 ： 約110ha
掘削量 ： 約220万m3

貯水容量 ： 約310万m3

※「検討する場」で積み上げた遊水地について
は、詳細な調査・設計を実施した上で、地下水
位の状況によっては遮水対策のため底版部を
コンクリート張りにすることが想定されており、
地役権補償方式を前提にしていない。

候補箇所 ：33箇所
補償面積 ：約1,300ha
補償家屋 ：約800戸
掘削量 ：約7,200万m3

周囲堤総延長：約51km
貯水容量 ：約7,800万m3

：遊水地として 必要な箇所

【参考】1反＝300坪（約990m2）
1町＝10反（約9,900m2）

【補償面積】
約1,300ha
≒約13,100反
≒約1,310町
≒市房ダム湛水面積
（1.65km2）の約8倍

【掘削量】
約7,200万m3
≒ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ（10ｔ）で

約1,400万台分

参考資料P.107
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目標とする
調節量

①地役権補償
方式の調節量

②用地買収
（掘り込み）

方式の調節量

人吉
地点

約1,300m3/s
約0～100m3/s

（不足量約1,200～
1,300m3/s）

約600～700m3/s
（不足量約600～

700m3/s）

渡
地点

約1,100m3/s
約0～100m3/s

（不足量約1,000～
1,100m3/s）

約500～600m3/s
（不足量約500～

600m3/s）

○遊水地案（用地買収（掘り込み）方式）では、人吉地点で最大約600～700m3/s、渡地
点で最大約500～600m3/sの洪水調節が可能となる。

○目標とする調節量に不足が生じるため、河道の対策等、他の案との組み合わせが必
要となる。

遊水地案の調節量人吉地点の流下能力のイメージ

※1 「検討する場」で積み上げた対策を実施した後に流下する流量
※2 「検討する場」で積み上げた対策を実施した後の河道の流下能力

人吉地点
0m3/s

目標とする調節量
約1,300m3/s

河道の流下能力※2

4,000m3/s

流下する流量※1

5,300m3/s

【対応Ｂ】 遊水地で流れてくる水の量を減らす

現況流下能力

（m3/s）

必
要
調
節
量

0

1300

地役権補償方式 用地買収

（掘り込み）方式

不足量

調節量

約10%

地役権補償方式

約50%

※連続して多数の遊水地を設置することから、下流になるほど洪水時の河川流量は低減
するものの、調節効率が低下し、各々の地盤高も異なることから調節計画が複雑となる。
想定通りの効果が得られるか詳細な検討が必要。

人
吉
地
点

必
要
調
節
量

参考資料P.114を一部変更
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都川

○ ８８ｋ○

○ ８９ｋ
○

小川内川

鵜の木橋

湯前町

水上村 球磨川－ 1

球磨川－ 2

○ ８４ｋ
○

○85k ○

中鶴橋

仁原川

多良木変電所

蓮花寺橋 東多良木駅
鮎之瀬堰

○ 多良木水位流量観測所

多良木CCTV

多良木町

球磨川－ 3

球磨川－ 4

球磨川－ 5

球磨川－ 6

参考資料P.108

湯前町水上村

球磨川－ 1

球磨川－ 2

○

88k800 ○

○ ９０ｋ○

ぬくみ橋
佐本橋

鶴井手橋

小川内川

多良木町

多良木町

球磨川－ 4

球磨川－ 5

球磨川－ 6

○ 多良木水位流量観測所

○

○
８４ｋ ○

中鶴橋

里城橋小椎川

○ ８３ｋ

牛繰川

王宮橋

多良木CCTV
多良木雨量観測所
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あさぎり町

あさぎり町

あさぎり町

球磨川－ 9

球磨川－ 10

球磨川－ 11

球磨川－ 10

球磨川－ 12

参考資料P.109

あさぎり町

あさぎり町

多良木町

球磨川－ 8

球磨川－ 7

球磨川－ 9○ ８０ｋ４００

○

○ ８１ｋ○

天子橋

柳橋川

向田代田橋
○ ８０ｋ

○

○ ７９ｋ○

阿蘇川

中島親水公園

伊賀川

川瀬橋

中島橋

○ ７６ｋ
○

○ ７７ｋ
○

深田小学校

田頭川

深田中学校 鮎大橋
免田川

深田

深田

あさぎり町

錦町

球磨川－ 13

球磨川－ 12

○ ７３ｋ８００

○

○ ７５ｋ○

古町橋

市房ﾀﾞﾑ深田水位局 ○

明廿橋



遊水地案（②用地買収（掘り込み）方式）の概要 38

錦町 錦町

錦町

相良村

球磨川－ 16

球磨川－ 15 球磨川－ 14

球磨川－ 17

球磨川－ 19

球磨川－16

球磨川－17

球磨川－19

球磨川－18

参考資料P.110

錦町

錦町
球磨川－ 13

球磨川－ 14

球磨川－ 15 球磨川－ 17

球磨大橋

○ ７１ｋ
○

○ ７２ｋ
○

水無川

市房ﾀﾞﾑ球磨大橋警報局 ○

○ 市房ﾀﾞﾑ木上警報局○
○７３ｋ

一武水位観測所 ○

○ ６９ｋ
○

○ ７０ｋ○

錦大橋

大谷川

野間川 球磨川上流浄化ｾﾝﾀｰ

錦地区排水ポンプ車庫

○ 市房ダム西村警報局

○ ６８ｋ
○

木綿葉大橋

○ ６７ｋ○

人吉市

球磨川－20

○ ６３ｋ
○

○ ６４ｋ

○

曙橋

九州縦貫自動車道

○６５ｋ○ 鳩胸川

西
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人吉市

球磨川

球磨川－ 21

参考資料P.111

万江川

人吉市浄水苑

○ ５７ｋ
○

○ ５８ｋ○

紅取橋

馬氷川

人吉市

球磨川

球磨川－ 22

球磨川－21

天狗橋

○ ５５ｋ

○

○ ５６ｋ

○ 紅取橋

中神町

馬氷川
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川
辺
川

相良村
相良村

相良村

相良村

川
辺
川

川
辺
川

川
辺
川

川辺川－ 1

川辺川－ 2

川辺川－ 3

川辺川－ 4
川辺川－ 3

川辺川－ 4

参考資料P.112

平川橋

12k600 ○

○ 12k600

○ 12k000

12k000 ○

○

10k800○

平川橋
○ 12k000

12k000 ○

井手山堰

高尾野橋

観音橋

○ 10k80010k800 ○

○9k400 ○

観音橋

井手山堰

○10k800 ○
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川辺川

川辺川

相良村

川
辺
川川

辺
川

相良村

相良村

相良村

相良村
川辺川－ 5

川辺川－ 6

川辺川－ 8

川辺川－ 9

川辺川－ 10

川辺川－ 11

川辺川－ 7

参考資料P.113

○ 7k600
7k600 ○

○ 8k6008k600 ○

○

5k400 ○

川辺大橋

○ 6k800○

相良大橋

5k200 ○
境田橋

○ 5k200

夫婦橋

○ 3k600
3k600 ○

相良橋

4ｋ600 ○ ○

権現橋

新村橋

○1k200 ○

○ 0k400

0k400 ○

相良村



【球磨川本川】
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※市房ダムの所在地は水上村です。
※市房ダムからかんがい用水を利用している市町村は錦町、あさぎり町、多良木町、湯前町です。

⑤ダム再開発案
（市房ダム再開発案）



20ｍ嵩上げ

市房ダム再開発案の概要（① 利水容量買い上げ・堆砂容量活用案＋②嵩上げ案） 43

今回（利水容量買い上げ・堆砂容量活用案＋嵩上げ案）

市房ダムを約20ｍ嵩上げし、かつ利水容量（かんがい
容量、発電容量）及び堆砂容量まで活用して、洪水調
節容量を約8,250万m3とする。

▼ 277.5m
第一期制限水位

（６月１１日～７月２１日）

第二期制限水位
（７月３１日～９月３０日）

▼270m

▽249m

堆砂容量

▽283m 洪水時満水位

▼ 277.5m

第一期制限水位
（６月１１日～７月２１日）

第二期制限水位
（７月３１日～９月３０日）

▼270m

▽249m

堆砂容量

▽283m 洪水時満水位

「検討する場」対策後
第一期： 1,830万m3 

第二期： 1,830万m3 

期別毎のルール変更

現行
第一期： 850万m3 

第二期：1,830万m3 

①堆砂容量部分の活用：510万m3

②20ｍ嵩上げによる増量：約4,230万m3

従来の洪水調節容量（第１期）：850万m3

①利水容量全量買い取り：2,660万m3

放流設備の新設

○市房ダムを約20m嵩上げし、かつ利水容量（かんがい容量、発電容量）及び堆砂容量まで
活用し、平常時は流水を貯留しない洪水調節専用ダムとして、合計約8,250万m3の洪水調
節容量を確保する。

放流設備新設

利水、堆砂容量活用

参考資料
P.123



44市房ダム再開発案の概要（①利水容量買い上げ・堆砂容量活用案＋②嵩上げ案） 44

目標とする
調節量

①再開発（利
水・堆砂容量活
用）後の調節量

②再開発（嵩上
げ）後の調節量

①＋②

再開発（利水･堆砂
容量活用＋嵩上
げ）後の調節量

人吉
地点

約1,300m3/s
0m3/s

（不足量
約1,300m3/s）

約100m3/s
（不足量約
1,200m3/s）

約200m3/s
（不足量

約1,100m3/s）

渡
地点

約1,100m3/s
0m3/s

（不足量
約1,100m3/s）

約100m3/s
（不足量

約1,000m3/s）

約200m3/s
（不足量

約900m3/s）

○最大嵩上げ実績を参考に市房ダムを約20m嵩上げし、かつ利水容量（かんがい容量、発
電容量）及び堆砂容量まで活用し、合計約8,250万m3の洪水調節容量とすることにより、
人吉地点及び渡地点で約200m3/sの洪水調節が可能となる。

○目標とする調節量に不足するため、河道の対策等、他の案との組み合わせが必要となる。

市房ダム再開発（利水・堆砂容量活用＋嵩上げ案）後の調節量人吉地点の流下能力のイメージ

※1 「検討する場」で積み上げた対策を実施した後に流下する流量
※2 「検討する場」で積み上げた対策を実施した後の河道の流下能力

人吉地点

0m3/s

目標とする調節量
約1,300m3/s

河道の流下能力※2

4,000m3/s

流下する流量※1

5,300m3/s

【対応Ｂ】再開発（嵩上げ＋利水・堆砂容量活用案）
で流れてくる水の量を減らす

現況流下能力

①堆砂容量部分の活用：510万m3

②20ｍ嵩上げによる増量：約4,230万m3

従来の洪水調節容量（第１期）：850万m3

①利水容量全量買い取り：2,660万m3

放流設備の新設

参考資料
P.126



市房ダム再開発案の概要（①利水容量買い上げ・堆砂容量活用案） 45

○球磨盆地の南部地域(湯前町、多良木町、あさぎり町、錦町)のかんがい用水として
利用されている容量を買い上げ、洪水調節容量として活用する。

○市房第１・第２発電所で発電を実施中であるが、全発電容量を買い上げ、洪水調節
容量として活用する。

○市房ダムに新たに放流設備を設けて、堆砂容量部分も活用する。

市房ダムによるかんがいの範囲 電力量の実績

受益地域の「水稲」の単位収穫量の推移

球磨地域10市町村のうち、
「錦町、あさぎり町、多良木町、湯前町」
の農地 3,570haへ農業用水を供給

放流設備新設

市房ダム

放流設備新設イメージ

第一発電所
第二発電所

※単位収穫量：熊本県統計年鑑のデータから算出

※熊本県作成

参考資料P.120



市房ダム再開発案の概要（②嵩上げ案） 46

約20m

○重力式コンクリートダムの最大嵩上げ実績は「約22ｍ(下表参照)」であり、今回の検討におい
ては、嵩上げ高を「約20ｍ」と仮定※する。

○市房ダムを約20ｍ嵩上げした場合、新たに約91haの水没地が発生し、ダム貯水池周辺の家屋約
50戸・公園等の補償、道路の付替約16kmが必要となる。

ダム名 ダム高
（嵩上げ前）

ダム高
（嵩上げ後）

嵩上げ高 完成年
（嵩上げ後）

王泊ダム（広島県） 60.0 70.5 10.5 1959

三川ダム（広島県） 48.0 53.0 5.0 1974

川上ダム（山口県） 46.5 63.0 16.5 1980

黒田ダム（愛知県） 35.0 45.2 10.2 1981

新中野ダム（北海道） 53.0 74.9 21.9 1985

萱瀬ダム（長崎県） 51.0 65.5 14.5 2000

氷川ダム（熊本県） 56.5 58.5 2.0 2002

新桂沢ダム（北海道） 63.6 75.5 11.9 2015

既設コンクリートダムの嵩上げ実績

市房ダムの嵩上げイメージ

約20m

※球磨川流域は複雑な地質構造となっており、最大嵩上げ高を検討する
には、詳細な調査が必要であるが、過去の嵩上げ実績を参考とし、市房
ダムの嵩上げ高を仮定した。

市房ダム

：現在の貯水池範囲
：約20m嵩上げにより拡大する範囲

参考資料P.122


